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摘　　要
焼畑は島根県全域を含む日本各地で営まれていた縄文以来の伝統農法である

が、戦後急速に衰退した。肥料・農薬・機械を用いずに斜面利用を可能にする低
投入・自給的農法としての意義は依然大きく、食料自給率の低下や耕作放棄地、
農村の高齢化などの課題解決に資する可能性がある。しかし、経験者は高齢化し
ており、その記録保存が急務である。本稿では島根県奥出雲町在住の 4 名への聞
き取りを実施し、ダイコンやソバ、カブ栽培、牛飼料生産、造林など、多様な実
践形態が存在していたことを明らかにした。本稿を端緒とする全国的な焼畑の記
録蓄積を進めることは、農業史の再構築や持続可能な農業の再評価に資する重要
な課題である。
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背景
著者は島根大学の「里山焼かんかね？」1という焼畑を行う少し珍しいサークルに所属してい

た。高校時代から自然農法を学んでいたこともあり、肥料や農薬を使わない焼畑にすっかり魅
了された。本稿は奥出雲町内の焼畑経験者の話を記録に残すことで、後世に焼畑を継承するこ
とを目的としている。

そもそも焼畑とは、植物を伐採した後に火入れ（燃やすこと）を行い、 1 ～ 3 年ほどその土
地で作物を栽培して森に戻し、数年～20年程度の休閑を経てから再び利用する農法である。火

1	 2015年設立の島根大学公認サークルで、島根県雲南市の NPO 法人「さくらおろち」と協働し、同県奥
出雲町において過疎化などによって手入れができなくなった竹林や耕作放棄地再生のために学生が主
体となり焼畑を行っている。創立以来、ダムの見える牧場（奥出雲町佐白）内の放置竹林を借り、毎年
場所を替えながらサトイモ、トウモロコシ、ツルアズキ、コウゾ、ミツマタなどの栽培を不耕起・無
肥料・無農薬で行っている。全国において学生が主体となった焼畑再生の動きは、他にも愛媛大学の
学生サークル「焼畑の会」などが挙げられる（山口，2011）。
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入れ時に生じる焼土効果2 で無肥料での栽培が可能になり、畑を森林3 に還す休閑期間を設ける
ことで地力回復、連作障害や病虫害の防止ができる。循環的な農法であり、その形態から「切
替畑」とも呼ばれていた。焼畑というと熱帯の農法だと思われがちだが、かつては北欧などの
亜寒帯や温帯にも多く存在していた。日本の場合、1937年の時点では7700万 ha の焼畑が営ま
れていた（農林水産省，1936）。島根県では奥出雲町だけでなく、かつてすべての市町村で行わ
れており、日本の一大農法と位置付けることができる。焼畑は水田のイネ単作と違い、土地に
合わせた多種多様な作物が栽培されてきた。山陰地域でも古くは、アワやキビ、アズキなど当
時の主食であった雑穀をはじめ、さまざまな作物が育てられていた（例えば 川上廸彦，1995）。
しかし、今回インタビューした方々はそのような自給的な焼畑（主食を生産する焼畑）を経験
しているわけではないことを予めことわっておく。戦中・戦後の食糧難の時代に、雑穀に代
わって主食の地位を得ていた水稲を補うかたちで、ソバやダイコンといった限定的な作物を焼
畑で栽培していた世代である。そのため、聞き書き内容は伝統的な焼畑の姿を正確に捉え切れ
ていなかったり、推測が含まれていたりすることもある。昭和30年頃（1955年）になると焼畑
は急速に減少し、造林の手段として使われたのち、完全に姿を消すことになった。今では島根
県はもちろん、日本全国でもほとんど行われていない。農村の食料生産を支えた焼畑を知って
いる世代ももはや少なくなってしまった。

焼畑は姿を消したが、決してその優位性を失っているわけではなく、むしろ現代社会には必
要な存在といえるかもしれない。大きな長所として無肥料・無農薬で作物を栽培できるという
点と土地管理手法として優れているという点が挙げられる。さらに農学以外の学問分野におい
ても、焼畑は地域理解に大事な視点を提供することだろう。

日本の食糧自給率はカロリー換算で38％であり、化学肥料まで勘案すると9.2％という指摘
がある（鈴木宣，2024）。輸入が止まれば餓死者が大量にでることは想像に難くない。また、農
薬の使用は人体や環境・動物への悪影響をもたらす。肥料自給的で低投入な農法の普及が急が
れる。その一方で、食料生産を担ってきた農山村では耕作放棄地や放棄森林・竹林が増え、人
口減少には歯止めがかからず、土地を管理しきれないという事態が起きている。焼畑は火入れ
の時に生じる焼土効果や灰によって、その土地に生えている植物（＝有機物）を間接的・直接
的に肥料として効果的に供給する力があり、追加肥料はいらない。さらに火入れ 1 年目は草も
あまり生えず、害虫も多くつかないため農薬も必要がない。また、木を伐った場所で燃やすた
め、木材を持ち出すことに比べると省力的に土地の管理が可能になる。これらの点を踏まえる
と焼畑の復活が日本の農業・農村問題解決の切り札になると著者は考えている。

2	 火入れの際、土壌が加熱されることで土壌有機物が無機化（可給化）され、植物が吸収できる栄養分に
なる効果。燃やした植物が直接肥料になるのではなく、燃えることによって土の中に熱が伝わり、土
中の有機物が無機化される。焼畑に肥料の投入が必要にならないのは、草木灰というよりもこの効果
によるものが大きい。

3	 どの程度の森林に還すかは、場所によってさまざまである。原生林に近い植生まで待つこともあれば、
叢
そう

林
りん

（まばらな森林）段階の森林で再度利用する場合もある（佐々木，1972）。
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また、焼畑は幾千年にわたって4人類が営んできた普遍的農法5 であり、農村の文化形成に多
大な影響を与えてきた。今回の聞き取りを通して、ソバやカブ、コウゾやミツマタ、牛の肥育
といった地元の特産や奥出雲地域特有の生業とのつながりが明らかになった。日本の至る所に
最近まで焼畑という生業が存在していた事実を知ることは、地域の農業や歴史、文化、景観を
理解する上でも欠かせない視点となるだろう。焼畑の全貌が明らかにされる前に存在が忘れ去
られようとしていることは地域に受け継がれてきた宝の喪失ともいえる。

以上を踏まえ、本稿は、焼畑という生業の実態を後世に伝え、将来的な検証や復元を可能に
するため、焼畑最後の世代の語りを記録するものである。

1 人目

安倍清さん （90）
奥出雲町阿井生まれ

2024年 6 月 4 日、阿井の自宅にて聞き取り
安倍清さんは戦中から戦後1955年頃にかけて焼畑をしていた経験をもつ。今回の調査者の中で
最高齢であり、焼畑の詳細を語ってくださった。

1 ．焼畑を行っていた背景

焼畑はもう80代の方でも全く知らないというような状況になってしまいました。やっぱりも
う僕らの年齢でないと、後の世代の人はね、あんまりやっていないですから。今は、機械化し
たあるいは化学肥料とかっていうのがあったから。今でいう原始的なことは消えてったってい
うことですよね。農業が機械化する前はやっぱりヤキヤマ（奥出雲町では焼畑をヤキヤマと呼
ぶ）は結構あったんです。大概、食料がない時代だし、肥料を買えば金がかかるんでしょう。
だから自然のものを生かす方法で、ヤキヤマということが普及した、取り上げられたというこ

4	 島根県では少なくとも2000年前から焼畑が行われていた（杉田・塚田，1983）。隣の山口県では後氷期中
期（6600年前）の焼畑の存在も報告されている（Tsukada et al., 1986）。

5	 Grigg（1974）は、焼畑は世界各地のさまざまな民族・自然条件で行われてきた「最も普遍的な農法」で
あると表現した。　
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とじゃないでしょうかね。ヤキヤマは戦前もあって体験しました。ただ、それをどの程度やる
かということ（はわからない）。畑でやるのか、あるいはヤキヤマをして 1 年か 2 年かしてあ
とは元の山林に返すということもあったと思いますよ。誰が考え、教えたかはわかりませんけ
れどもね。それは長い間（培われた）、一つの生活の知恵だったかもしれない。昔からヤキヤ
マを見て、それを少しでも変えて改良して、生活なり職業の糧にしたんじゃないかと思います。
そのころは私も子供であったからどれほど先代がやってたということははっきりしませんが。
ここら辺の山を生かして、生活の中に取り入れた、ということだと思いますが。
（経験した中で）盛んだった時代は昭和21年です。私は小学校 6 年生を卒業してあくる年、

横田の農林学校に入りました。農業高校ですわね。食糧不足が極度で主食のコメや麦に頼るこ
とができなくて。田んぼでとれる米が足りなかったからヤキヤマをした。まあそれとやはり、
限られた畑しかないからそれをなるべく生産費をかけないように、肥やしをつくらんでも、肥
料を入れなくても自然に育つような簡易な農法で、手間をなるべくかけずにやったということ
でしょう。まあ実際は大変な仕事ですけれどもね。やっぱり普通の畑とかに比べるとヤキヤ
マっていうのは簡単で、時間も少なく済む、耕すということが少ないですからね。その代わり、
いわゆるクリとかナラとかあるいはツタとか雑木の枝葉を堆積したものとか、落ち葉の樹木を
活かしたということですよね。

昔から普通に耕した畑（常畑：毎年同じ土地を耕す畑）もあります。ですけども、畑も遠く
ですと管理ができかねますからね。家の近くで畑を、いわゆる水田にならない、水を使うこと
ができない傾斜を畑（常畑）にしたということですね。そうすると（家の）近くになるわけです
ね。

昔も、シカは少なかったですが、やっぱりイノシシとかタヌキとかが出て、収穫をしようと
思って行ってみたら、もう駄目になってるなんてこともありました。昔も、足を入れたら、そ
こにひっかかってという罠もあったですが、古い家には猪

しし
槍
やり

と言う槍が 3 本くらいあった。戦
争の槍とは違って素朴なものですけれどもね。それで、イノシシが通る「獣道」という通路が
あって、通るところがわかりますから、そこへ人間が入って隠れるぐらいな穴を道に三つ掘っ
て待ち伏せしておくんです。片方からイノシシを追い出して、穴を通った時に、喉元に刺すわ
けです。それが一番槍で、それじゃなかなかうまい具合にいかんと、そのとき 2 番槍という人
が穴に隠れちょって、そこで刺す。それでイノシシが死ねばいいけれど、またとれなかったら
3 番目がね、ちゃんと穴掘って 3 番槍までいた。昔は猪槍を大事にしてね、先は鉄で、木の柄
がついてるから磨いて、部屋の中にちゃんと飾ってた。イノシシに突かれたら人間がまいりま
すから怪我をすることもある。殺傷が弱かったり、相手が大きかったりすると獲れないことも
あるし。だいぶ犠牲になった人もおるんですよ。やっぱ危険な仕事でね。今のような針金を
使った罠のように、十分なものがなかったから、危険な野暮なことをした。クマもそう同じ要
領で。やっぱり、下手な人と上手な人があるからね。猟師さんというか、そういう経験をした
人は 1 番槍で、それから 2 番槍、 3 番槍は研修家だなっていう（笑）。だけん取れた肉を分け
るときは、やっぱり 1 番槍の人が一番多い。今もうほとんどないと思うけど、ああいうのは凶
器だから。まあ、余分な話をしてしまった。
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どうも話を聞いてみますと、ヤキヤマはやっぱり食料が田んぼだけでは十分に賄えなった時
代や、それから水田とか畑を持たない人がそういうことを盛んにやったようですよ6。例えば分
家して田んぼがもらえない人とか、よそから来た人とか、そこで住まいをするためには、米の
代わりになるものを考えていくということでしょうね。昔は田んぼのない人がそういうことを
やっただろうと思いますけどね、それは想像ですけれどもね。特に私が知ってるのは、終戦が

（昭和）20年で、もう食料がないですから。お米を供出。強制で警察が蔵へ入って、「お前とこ
は何ぼだけ米があればいい」と言われて、あとは全部強制で供出させられたという。食料不足
をなんぼか補うためにやったヤキヤマが私らの知っておるものです。

私が知っているのは戦後の食糧難の時代、地域の農業の大転換の時代のヤキヤマということ
です。それまでの時代もヤキヤマはあってはおると思いますが、古い時代のやり方が継がれて
今の私らの時代にきたんのやないかと思います。ただ、自分が考えてそれをやったんじゃない
です。やっぱりそういう習わしを先代から引き継いで、お年寄りの人がおられないところは、
人に話を聞いて一緒にやって、そういう俗に言う「技術」というものを受け継いだということ
だと思いますわね。先代からヤキヤマをするのはこうやってやるんだということを聞いて、そ
れを体験してずっと受け継いできたものですから。

2 ．焼畑の作物
ここの辺では基本的に戦後やられていたヤキヤマの作物はソバ 7とダイコンやカブの根菜類8

ですね。そのほかの作物もありましたが、少なかったと思いますね。だいたいこれが主体だっ
た。それが一番、畑に代わる作物だったと思いますよ。普通の耕す畑（常畑）では他の野菜と
かも育てて作っていましたし、ダイコンもソバもカブもあったもんですけれどね。ヤキヤマは
農薬がいらなかったですね。虫が付かなかったということもあったんでしょ。やっぱり白菜と
かいうような、柔らかい野菜は（ヤキヤマでは）無理でしたね。エゴマ9 はやっていなかったで
す。エゴマは戦後だいぶしてからでしたね。この辺の作物の順は、ソバとか白菜とかダイコン
のようないわゆる軟弱野菜というか柔らかい野菜が終わってから、そのあとにコウゾ10とかミ

6	 水稲が主食になる前は、焼畑が自給生産の主力であったと考えられる。
7	 焼畑研究でよく知られる佐々木高明は、日本の焼畑で最も広く栽培されていた基幹作物に、ソバ、ヒエ、

アワ、大豆、小豆を挙げている（佐々木，1972）。出雲地方は出雲そばが特産であり、古くから焼畑によっ
て原料のソバが育てられてきた。

8	 焼畑では伝統的にはさまざまな作物や野菜が育てられてきた。上記に挙げた 5 種の他にもナタネや里
芋、カブ、エゴマ、キビ、トウモロコシ、ムギ、陸稲、シコクビエ、薩摩芋、ジャガイモ、茶の木な
どが全国的な焼畑の作物である。島根においてもソバと根菜類に限らず伝統的には多品目の作物・野
菜が育てられていた（例えば白石，2005）。

9	 今回の聞き取りでは、エゴマは育てられていなかったということであったが、佐々木（1972）は山陰地
域でも戦前に焼畑によるエゴマの栽培があったと報告している。

10	 コウゾも和紙の原料である。有岡（2018）によると、ミツマタに比べて日本での栽培の歴史は長く、例
えば『出雲風土記』（733年）では出雲大社の造営の際に𣑥綱（たくづな：コウゾで作られた綱）を使っ
たという記述がある。石見国の紙漉き「石見半紙」はコウゾの良種である真楮（まそ）によって作られ
ており、焼畑で栽培されていたという。
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ツマタ11とかを植えて、それで皮を剥いで紙とかに使われたと思います。
最初にソバやダイコン、カブなどを育てるのは大体 1 年ですね。やっぱり同じ作物を育てる

と吸収する養分が一緒でね、他の雑草が生えて作物が思うようにできないということになる。
だから、かわった作物を選んだということだろうと思います。やっぱり生活の知恵だと思いま
すよね。雑草が多くなるから放棄するんです。雑草が生えて日陰になるまでに大きくなって、
雑草を抑えるコウゾとかミツマタを植えて出荷したということだと思います。

コウゾ、ミツマタのあとはね造林するとかね。時間が経って茅とか笹とか茂って状態が変わ
るから、他の作目はなかなか作れんようになるという。クリの木とかナラとか、ああいう落葉
樹の落ち葉が堆積して腐葉土ができますでしょ。それを焼いて、灰にして肥料を作るのが（ヤ
キヤマの）狙いだったわけですからね。だから 1 年か 2 年か 3 年畑をやれば、今度はスギとか
を造林をするか、自然に木が生えていけばそれに替わっていくという形態をしたんだろうと思
います。ですから毎年同じ場所にヤキヤマはしないですよ。また、木が茂って、落葉したらそ
こをもう 1 回使うということですから。まあ私の想像ですが、同じところでヤキヤマをすると
いうのは、当分ないと思いますよ。
（奥出雲町の焼畑の作物として有名な）仁多カブ12というのは、戦後になってからですね。温

海カブ13という種を（山形県から）持ってきてそれが普及したんです。それはヤキヤマがなくな
る頃にやったんですよ。ヤキヤマでやったダイコンとかが辛みがあるということで、それを活
かそうということでやったんですね。それもだいぶ続いたんですけど、やっぱり効率が悪いか
ら、だんだんなくなった。やっぱりそれは食べてみてわかります。ヤキヤマでできたものは辛
味も強かったり、いわゆる山菜に近いもんができよったですよ。同じ品種だけどやっぱり山林
の中で堆積したものが焼かれて肥料になって、それを吸収して育った作物には特徴があったわ
けですよね。ですけども、カブだけのことですから、産出額が低い。それから、味もだんだん
変わってきたということで、最終的に、森林組合は漬物工場を止めてしまったということです。
味が変わったというのは、品種が変わったからじゃないです。やっぱり畑でつくったカブよ
りもヤキヤマでつくったカブのほうが辛味がつくわけです。いわゆる「毎年つくる畑（常畑）」
にない養分を吸収しておるということで、それは科学的にはわかりませんけど。だけど、ヤキ

11	 ミツマタは和紙やお札の原料として有名である。江戸時代に日本に伝わり、島根県各地でもミツマタ
が栽培され、明治11年には県内で110トンの生産が記録されている（有岡，2018）。現在は森林内で野生
化しているものが見られる。

12	 仁多町森林組合（現・仁多郡森林組合）によって1984年から栽培がはじめられた温海カブ（注13）の漬物
販売用ブランド名。伐採をした場所に火入れをし、そこで温海カブを育て、収穫後すぐに造林を行う

（焼畑造林）。造林のコスト低減と林業労働者の就労確保策として北川泉島根大学名誉教授の提案では
じまった。焼畑造林を一般造林と比較すると、カブの収量によって大きく左右されるが、30～50％の
コスト削減がみられたという（北川，1989）。現在でも焼畑というと仁多カブを思い浮かべる地元の方が
いる。

13	 山形県鶴岡市の温海地域の山間の焼畑で栽培されてきた紫紅色の丸カブ。庄内藩の特産品として江戸
時代の記録も残っており、漬物にして江戸にも納められていたという（青葉，2013）。現在も焼畑でカブ
が生産されており、栽培農家は焼畑で栽培したカブのほうが味、歯ざわり、色がよくなると話す（江頭，
2007）。
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ヤマする場所がね、どこでもできないでしょ、危険な仕事ですから、だんだん規制が入ってく
る。ヤキヤマに適した場所が限られてくる。それから、やる人が減ってくるということで廃れ
てくる。山を焼くということは間違えば、大火災になるから今は消防法で規制されています。
だから許可（申請）もしにゃいけないし、そういう危険なことを、良いこととはわかっていて
もやらんようになる、誰もがね。私らも、学校出てから手伝いをしたりしょったがね、やっぱ
り危険ですよ。やり方が、だんだん工夫されてあるんですが、いわゆるできたカブの価格から
して引き合わなくなってしまう。畑で作った方がいいようになるんです。それで、畑で作って、

「仁多カブだ」って出したら味が違うからね。そういう、いい加減なことをして消費者を誤魔
化すことはできないということ。だから、だんだん廃れてきてもう消えたということだね。

3 ．焼畑の方法
（このあたりは）山ですからやっぱり平たいというところはそうないですよね。平らなとこ

ろは、土壌が燃えにくいですから。なるべく傾斜の緩やかなところで万一火が広がったときに
そこを消すことのできる場所というようなことを考えてやりました。急なところは表面の面積
は一緒でも、採れる量が違いますよね。それから、できたソバとかを運び出すのに楽ですから。
なんぼヤキヤマにいい場所であっても、山奥は作ったものを作り出すのに猫車14を使うわけに
もいきませんし、やっぱり負い出すとか、運び出すことも考えなきゃいけませんから。だから
どこでもヤキヤマができるかというと、ある程度条件をみて、場所を選んでやる。危なくてい
けないような場所はやらないということも、やる人は考えてやらにゃいけんですよ。中腹では
やりますが、やはり上の方よりも真ん中ら辺がよいですね。下はねどうしても石とかああいう
ものが多いですね。あとは作物を作るときに高いところは運び出すのに大変ですし。てっぺん
の辺はあまり利用されてなかったです。やっぱり、落ち葉というのが下へ流れていくので、上
は堆積の量が少ない。長年かかって雪や雨で風で下がっていくから、それを焼くということで
すからね。やっぱり作物が育たにゃいけんですから。それが堆積しておる下のほうが多いとい
うことです。（土が肥沃な）良い場所と悪い場所はありますね。そういうことを経験して、こ
こならヤキヤマにしようとか、あるいは二、三年（耕作）すると駄目ですから、場所を変えて
いかなきゃいけないということですね。

やっぱり雑木林のほうが草がないですから燃えるんですね。草は燃えていいようだけど、危
険性があるっていう。茅は上っ面だけでなく、根まで燃えるんです。昔は茅葺きの家がありま
すからね、そこ（茅場：茅を採取する場所）ではやらないですね。それからスギとかヒノキと
いうのは、針葉樹ですからね、いいのはいいけれども、広葉樹の雑木と違ってね、後の灰と土
壌の状態も全然違う。だからなるべく雑木林を使ってやってました。竹林15は危ないですよ。

14	 物の運搬に使う一輪車のこと。
15	 白石（2005）は島根県大田市や飯南町、邑南町、広島県作木村（現・三次市）などで竹林（ヤブ）を使った

焼畑があったことを報告している。白石はこれらの地域にヤブガミ信仰や大元神事が共通してみられ
るなど、土着信仰と焼畑の関わりを見出している。島根大学の焼畑サークルでも2015年から放置竹林

（モウソウチク）で焼畑をおこなっている。
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根が張っておって、（消化のために）鍬で（土を）打つとかそういうことができなかったですよ。
それから、できれば、谷川のある場所を選ぶ。谷川の水は汲んで用意しておくわけです。バケ
ツとかに用意しておくわけ。水で完全には消えないけれども、火の勢が弱ると、そこを叩いて
消すということができますからね。

木はのこぎりで切ります。大きな木とかは全部切らず、傾斜の緩やかなところで、大きな木
でないなるべく小さい木をね。（伐った）木は切株に横積みにします。クリとかマキ（この地域
の言葉でクヌギ）の株は、当分芽が出ないでしょ。伐った木は材になる物を運び出いとかんと
ね。あとで材が燃えたりするから。あと材の下は作物が育たんでしょう。だから大きいものを
外に運び出して、枝葉を活用するということです。（火入れをする）中の（枝葉）は構わなくて
もいいですが、周囲を刈ったりしたのを中にね（入れる）。（周囲に防火帯をつくることを）「ヒ
ミチを切る」っていう。

焼く前の儀式はここらではあんまりなかったですね。そりゃあ山の神様ということで、お祀
りをする祠というものはあったんですよ。お米やお神酒をもっていって、また今年もやります
けん、とお祈りすることはありますけどね。焼く直前に山の神様にお祈りとか、そこまでは
やってなかったと思います。以前はあったかもしれんですけどね。でも、正月に山の神様の祭
りが集落にはありましたね。山の神様以外にもいくつか神様や祠が集落にあるんです。まあ
やっぱりそれも一つの気休めですけんね。それでも、後でもしや間違いがあったときに、「あ
れがあぎゃんことしていけんだ」ということになりますから。だけん、そういうことがなるべ
くないようにしていました。

ヤキヤマは隣保（近所）同士が協力してやっていました。 1 人や 2 人の人数でヤキヤマは危
なくてできんですよ。やっぱり隣保 5 、 6 人の男性がおって、私の母親なんかも手伝いしま
しょったけどね、「ああいけんいけん」といって血が頭に上ってね、下手をすると危ないこと
があるでしょう。あんまり一生懸命になって火の中に入ると、案外着物についたらやけどもす
るし、髪の毛が縮れることもありますからね。大体男性が主体16で、男性も元気な人で、事故
がないようにするということです。焼くのもいつでもは焼けないですよ。夏に入る前に、いわ
ゆるカブを蒔く時期、ソバを蒔く時期がありますから、その前に火入れをするんです。乾燥し
ておるものに火をつけたら、傾斜のあるところですから、下から火をつけたら良く燃えます。
でも、土壌まで熱が入らんですよ。ふーっと火の手が上がって一気に焼けますけど、上っ面は
焼けても土壌まで焼けてないということがある。だからそれはヤキヤマの原理17にかなわんこ
とになるんです。いわゆる「火を舐められた」ということになる。だから、火を付けるのは上

16	 著者は同じ奥出雲町内で女性の火入れ経験者に会ったことがあり、安倍さんの母も火入れに参加して
いたことも加味すると明確な性別役割分担が浸透していたとは考えにくい。

17	 ヤキヤマの原理とは、前述の焼土効果（注 2 ）を指す。安倍清さんはこの用語は知らなかったが、その
効果は認識していた。作物を無肥料で栽培する上で重要となるため、焼土効果を十分に得るため土は
ゆっくり焼いてしっかりと土壌中まで高温にする必要がある。斜面では風が下から上に向かって吹く
ため、下から着火すると燃え広がるのは早いが、十分に土に熱が入らない。そのため、経験的かつ伝
統的に焼畑は斜面の上からゆっくりと火を下に広げることで焼土効果を得るための工夫をしているの
である。
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です。徐々に焼けて下がっていくという。それと、畑にする周りは全部、草を刈って、落ち葉
を掻いて、中に入れて類焼しないような対策をせんと。ヒミチ（防火帯）は大体 1 間といいま
すか 2 メーターぐらいです。 1 間や 2 間は火の尻がよくなると、飛んだら（＝飛び火して）全
体を焼くことになるからそりゃ怖いですよね。もしもにそなえて、人間が楽に上がったり下
がったりできるような場所を作っておいてやる。そういう地

じごしら
拵え（落ち葉掻き）をして、隣近

所の人に手伝ってもらって、お互いに、手替わりをしてやったもんです。それは自分の山の土
地ですが、共有地もあります。一緒につくって分け合って使って、ということもあります。

昔はポンプなんてものもないですから、だいたい、夕方に点けてやるんです。と言うのは、
火は昼の間は、燃えていてもわからんことがあります。そうすると案外思わんことに火が入っ
たら山火事になる。夕方付けてると火の粉が飛んだらわかるでしょ。あんまり夜中にやるって
いうことは人にも危険だし、もし間違って延焼したときには、動きにくいしいけませんが。失
敗したら大変なことになりますから。隣も隣も全部焼くかというと、そうじゃないです。どこ
の家もやるということはできんですよね。だから安全を考えてやる。土地を持った人と、ある
いはなんぼか経験をして、火入れの方法を人に教えて応援をしてもらってやるような体制でな
いと。 1 町（約 1 ha）も 2 町もやるわけではないですから。せいぜい10a 前後ですから18。そう
せんと、手が回らんですよ。場所はいわゆる集落の家屋から離れた山林。家に近いところは
やってもらっちゃ危ないですから。

火の粉は、ちゃんと、山
やま

鍬
ぐわ

というのがあってね（それでたたいたりして消す）。いわゆる普
通の鍬よりも硬い鍬で、危ないところは落ち葉なんかないように泥を出しておく。地拵えも山
鍬でやりました。普通の畑に使うような優しい鍬じゃないんですよ。厚みのあって、しかも木
の根や草の根が切りやすいような道具ですよ。焼き終わったらすぐに種を蒔きます。なるべく
早い方がいいですから秋・冬に近いとやっぱり生育期間がありますから。だから春はやっぱり
ヤマヤキはやらないですよ。大体盆が終わった頃、ここいらでいうダイコンやハクサイのとき
ですね。

焼いた後はほとんど耕さない。そりゃあ、鍬でやろうと思っても大変ですよ。木の根もあ
る、草の根もあるということですから。ヤキヤマでソバの種をまいた後、牛を放って牧草地と
して使うということもやってましたね。けど、普段の牛の食べ物はその辺の畔の草とかですね。
やっぱり山林は勝手に牛を放すと他のものを食べたりしますからね。周りに柵をつくって出な
いようにしてやるといいですけど。それは特殊な例だと思います。放牧する場所も別にちゃん
とありますよ。そこには、牧草を蒔いてはないです。育つことが大変だし、いわゆる自然の茅
とか笹のようなものを放牧して食べさせるということ。何年かすると爪で抑えてしまうから雑
草が立たんようになってしまいますけんね。

奥出雲のヤキヤマははっきりしませんが、（仁多森林組合の赤かぶづくりの火入れ造林は）
平成の中頃まではやっていましたね。私が関わっていた自給用のヤキヤマは昭和の30年ごろに
終わってますね。
18	 焼畑のみで自給する場合 1 戸当たり休閑地も含め15ha の土地が必要だと言われており、安倍さんより

も古い時代の焼畑では一筆が １ 町や 2 町の焼畑も存在したと考えられる。

－ 65 －

島根県奥出雲町における戦後の焼畑の姿



まあ、粗飯ですが、（一緒にお昼を）食べましょうや。（おわり）

2 人目

中林英清さん （87）
奥出雲町布施生まれ

2024年 5 月21日、布施のご自宅で聞き取り
中林英清さんは1955年頃（正確な年は不明）に焼畑を行い、 1年目にソバ、 2年目にイタリア
ンライグラス19を育て和牛を放牧し、その後スギを植えた。スギは今では立派な森林になって
いる。

まあ、昔からヤキヤマちゅうのはあったから。ヤキヤマをして、作物をつくる目的ばっかり
じゃなしに、ぼくの場合は放牧をする。和牛を二頭飼っとったからね。それで放しておけば、

（牧草を）買う必要がないから。面積は 5 反（約50a）はあったと思うよ。尾根まで（つくった）。
この尾根から向こうはよその山だからね。他にもヤキヤマをやっているところはあったんです
が、（皆が）どこでやっていたかは覚えてないけどね。ぼくは（家の前の林を指して）そこでやっ
てた。木はノコギリで伐る、チェーンソーなんかないからね。伐ったのを寄せて、ヒミチを切っ
て、上とよその堺までは、 2 メーターくらいは最低でも開けたね。それから、上から火をつけ
てね。最初はもちろんマッチで火を付ける。火は消したらいかんけん、燃え終わるまでそのま
まにしておく。当時は消防署へ通報したりなんかはしないんだ。（どんな日に焼くのかは）どっ
ちだったっけな、たぶん風のない、でも雨の降るようなときに焼いたと思うよ。焼いた何日か
後か 1 週間もすればすぐに種を蒔く。僕はソバとイタリアンライグラスだったけど、多分トウ
モロコシなんか作るんだったら、根っこやああいうもんがずっとあるから耕さんとダメだと思
うよ20。

焼いたのは結局その一回だけだったね。向こうの山には牛を連れて線路を渡ってね。それで

19	 酪農の発達に伴い普及したイネ科の飼料作物。
20	 里山焼かんかね？がおこなっている焼畑は不耕起であるがトウモロコシ、サトイモ、ソバ、コウゾ、

ミツマタ、ツルアズキ、エゴマなどがよく育っている。
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数年後に植林したのが今の状態だから。奥のこちらの山には、造林をするために焼いたのもあ
りましたけどね。他のもの（作物や野菜）を僕はつくってないね。ミツマタ・コウゾは自生し
とったからね。その山のうしろのところにコウゾがあって、束ねて、 1 メーターくらいある桶
がある。それで桶の上に紐をつけといて、こっちで引っ張ると上へズッと持ち上がるようにし
といて桶を被せて、水をやって火を焚いて蒸す。蒸すとコウゾの皮が剝げるんよ。皮をはぐ
と、木次のほうに出してたね。それからミツマタも、ここらへんにもあったけど、だんだんな
くなったね。うる覚えで、何年頃かはわからないね。焼く前になにか儀式みたいなものはして
ない。焼畑の方法を知ってたのは、昔は山を造林する時なんかでも焼いてしたのが多いからだ
ね。（おわり）

3 人目・ 4 人目

2024年11月14日、三沢の田部さんのご自宅で聞き取り
田部英年さんは戦中から戦後にかけての焼畑を見ており、長谷川豊さんは1980年代から仁多郡
森林組合の一員として焼畑をしていた経験をもつ。

田部英年さん（以下田部）：三成大火が昭和20年か。で、食べ物が何にもないようになって、
三成の街全部焼けたけん。三沢に三成の町の人が来て、一緒に火入れしたりして、ダイコンを
育てよった。立派なダイコンができよったけん。農家は 1 町とか 2 町とか 3 町しか山は持っ
ちょらんでね、腰

こし

林
りん

21と言ってね、田んぼや畑の広さにあったほどが自分の山だったわけだ。
あとの大きな大

おお

山
やま

（腰林の後ろに広がる山林）は、山林地主〈鉄
てつ

山
ざん

師
し

〉22が持っちょたもんだか
ら。腰林で焼畑をすることは山林地主もちゃんと許可してごすなったわね。昔は山の頭まで

21	 田や畑の傍に位置する森林。里山や薪炭林などと呼ぶこともある。
22	 奥出雲では古代より製鉄が行われてきたが（角田，2019）、中世からは鉄山師と呼ばれる数千町部に及ぶ

大面積の森林を所有する地主がたたら製鉄を経営するようになった。

田部英年さん （84）
奥出雲町三沢生まれ

長谷川豊さん （74）
奥出雲町三沢生まれ
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木を伐ってもよかったもんだから。田んぼや畑の「影
かげ

伐
ぎ

り23」みたいなもんだわ。それが生え
ちょーがために耕作で日当たらんだけぇ。（腰林は元々山林地主の土地だけど、百姓がもらっ
てる）そういうこと。腰林には境界線もあったかもしぇんだも、耕作しちょうもんが、「切っ
てごしなあ」聞かんで切たけぇ。地主さんもそんなこたには文句言わだった（文句を言わな
かった）もんだわね。かえって腰林は下の耕作しちょうもんに管理してもらったが、伐っても
らったがいいわね。そこで、薪とか木炭とか、焼畑したりとか。そぅで、炭木というものは30
年くらいのマキ（この地域の言葉でクヌギ）を炭にするわけ。だけん、鉄山師が30年周期で木
伐るばっかなぁて、そげんしにゃあ、農家も炭焼かにゃあいけん。だけん、（家の前を指して）
そこにも炭窯があって、各 2 、 3 軒で共同で炭窯を持っちょった。そこへ木を入れては炭をつ
くる、また今年は木を伐ったあとへ野焼きをしてダイコンをつくる。30年の周期で回してたわ
け。それを大きくやったのが今の仁多カブ。このさん（長谷川さん）たちは商売でやっちょる。
いっぺんに何町も仁多カブこしらえて、お金にしちょうなる24。焼いた後、クヌギとか植えて
もええし、また勝手に切り株から生える。
長谷川豊さん（以下長谷川）：（田部さんが）言われるように、クヌギはよう植えましたよ。
田部：植ええことも植えるわね、ただ自然に生えることもできる。で、自然に生えるぶんは、

火をつけなかった。必ず芽がでるけん。
長谷川：直根25だけんね。苗の場合は、苗にして 2 年くらい作らんといけん。
田部：苗は苗床でつくったやつを売ってあったわね。回覧板が回って、各家庭に1000本か500

本か。
長谷川：そりゃえらい量でしたよ、三沢だけでも。それだけ（植林の）意欲があったもんです

わね。
田部：昔は影切りとかして、整備されていたから動物も（里へ）降りてこなかった。
長谷川：そりゃああげです、野菜も一緒でね、間引かんとね。
田部：だいたい腰林はどこまでもあったもんだ。「田や畑に付いた山だぁ」て、地主さんも（管

理することに）なんだ言わだったもんだわね。面積は場所と所によるだらあな。今は腰林伐
らんけん影になって稲ができらん。

田部：（家から見える林を指して）昔はあげな（大きな）木やなんかあったもんじゃねえわね。
長谷川：とにかく山の手入れをして木を作っておられたわけ。そぃから、自分の稲に邪魔にな

るとかいろいろあれば、そのぶんは自分とこで伐ってね。そーが、自然のやり方いうかね、
そぃでうまくいっちょったもんです。そいが、木は金にならんなんわということで、だった
も廃れてきて。造林する人もおらんし、植えられても、なかなか手入れがね（しなくなった）。
植えた人が年寄りになられてから金になりゃいいけど、 1 代、 2 代先くらいのところでやっ
と金になるような状態だけん、その日その日暮らしに追われるもんは離れていきますわね、

23	 作物の生育を助けるために、田畑に影を落とす腰林の木々を伐ること。
24	 長谷川さんが勤務していた仁多郡森林組合は前述した焼畑造林を1984年から2000年代はじめにかけて

おこなっていた。
25	 クヌギの根は地中に真っ直ぐ伸びる直根であり、切り株から芽を出す（萌芽）力も強い。
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今の時代。
田部：たぶんね、昔の野焼きはね、焼くのに 5 人とか隣近所、組合とか親戚が組んでやる。そ

れは、手間賃を払わず、できたものを分けっこしよったと思うわ。で、地主さんは焼いても
らって、（新たな苗木を）植えさせればいいわけだから、地主さんは無償提供だったと思う。
ただ、多少はできたものはもらう、と。そぃで、他所の山もやっちょうわけよ。他所の山主
さんは「どうぞ焼いてください」と、あとは造林すれば済むだけん。そういうやり方だった
気がすぅわ。

田部：それはもう焼いてもらった方が絶対いいけん。
長谷川：無菌になあけん。焼いたとこは無菌になぁけん。
田部：うん、それから灰が肥やしになる。
長谷川：あげえですね。
田部：育ちもいいし、活着もいい。造林すーためにただ伐ったとこと（比べて）は、苗の育ち

も違あと思うわ。
田部：けど大

おお

山
やま

は焼かんわね。（集落から遠い）下の方の山の中でダイコンができても、負い
出す（運び出す）こともできんわね。だけん、（ヤキヤマをするのは）せいぜい消防ポンプが
届くぐらいなとこまでだわね。ここらではせいぜい200メートルぐらい、ちょっとした山を
焼くぶんで小さい小山だわね。あんま大きいとこは火事になりゃあ大事だわね。

長谷川：自分らがこの冬越せえだけ（の野菜が）あればいいけん。（おわり）

聞き書きを終えて
安倍さんは、話者の中で最も高齢のため、他の方に比べると焼畑の経験も豊富であった。当

時、焼畑はあらゆる農法のなかで唯一無二の「自然のものを活かす方法」であったと話されて
いた。焼畑を捉える上で最も的確な表現であろう。安倍さんと田部さんの焼畑に共通している
のは、食料を作ることが安易ではなかったという時代背景だ。中林英清さんの戦後の焼畑はそ
れに比べると、食料生産に余裕があったため、牛の飼料生産に使用していたことがうかがえる。
さらに時代が下り、長谷川豊さん（1980年代以降）の時代には、焼畑は完全に造林と換金作物

（仁多カブ）生産の手段となっている。 4 者の言葉を通し、奥出雲の焼畑がたどった歴史を顧
みることができた。地域で自給する必要性がなくなったことに加え、化学肥料や農薬、機械の
普及で焼畑は水田や常畑に置き換えられていったといえるだろう。しかし、いずれの方も焼畑
が地域の重要な生業であり優れた農法であったことは経験を通して知っていた。

今後、焼畑経験者が減少するなかで、島根県だけでなく各地の農村で記録を継承し、復活の
気運が高まることを願ってやまない26。

謝辞
聞き取り調査を行うにあたって、インタビューに快く応じてくださった 4 人の方々と草稿に

26	 現在、日本各地で焼畑を見直す動きがある（鈴木玲，2022）が、全国規模に波及させて根付かせるには、
地域の焼畑の歴史を知り実践していく人が増えることが不可欠である。
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コメントをくださった大津裕貴先生（にちなん中国山地林業アカデミー）に感謝申し上げます。
安倍さんには「島根のことをね、よく理解して、これからの島根を助けてもらわないと」と声
をかけていただきました。貴重な言葉を絶やすことなく次の時代へ継いでいきたいです。
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